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い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と
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秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　
当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和６年６月 第 243号

「
裏
木
曽
」そ
の
二

江
戸
時
代
の
出
ノ
小
路
大
材
伐
出

　

裏
木
曽
で
は
室
町
時
代
の
頃
か
ら
大
材
を
伐ば
っ
し
ゅ
つ出し

た
記
録
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
歴
史
的
に
も
特
に
重

要
な
事
例
と
し
て
一
八
三
八
年
（
天
保
九
年
）、
出い

で

ノ

小こ
う
じ路（
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有

林
）で
の
大
材
伐
出
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
大
火
で
焼
失
し
た
江
戸
城
西
の
丸
の
再
建

用
材
を
幕
府
が
求
め
た
も
の
で
、
領
内
の
森
林
資
源

の
管
理
に
苦
労
し
て
い
た
尾
張
藩
に
も
莫
大
な
献
木

と
献
金
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
幕
府

と
尾
張
藩
の
役
人
が
豊
か
な
山
林
と
し
て
知
ら
れ
る

出
ノ
小
路
に
大
勢
派
遣
さ
れ
、
住
民
も
動
員
し
て
行

う
こ
と
に
な
っ
た
大
事
業
は
、
こ
の
地
で
資
源
面
で

も
感
情
面
で
も
大
き
な
問
題
を
起
こ
し
、
後
に
木
曽

山
林
の
総
鎮
守
と
な
る
護も
り
や
ま山
神
社
の
建
立
に
も
繋
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
伐
出
事
業
の
様
子
は
絵
図
と
し
て
も
残

さ
れ
、
人
力
と
斜
面
と
水
の
流
れ
を
利
用
し
た
当
時

の
伐
木
運
材
の
風
景
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幾
つ
も
の
関
連
資
料
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
で
描
か
れ
て
い
る
木
の
サ
イ
ズ
に
は
大
変
大
き
な

も
の
も
あ
り
、
実
際
よ
り
も
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い

る
の
か
ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

出ノ小路大材伐出時の陣屋（役人の小屋）の様子出ノ小路大材伐出時の陣屋（役人の小屋）の様子
（「付知川に於ける材木伐出の沿革と絵解」より）（「付知川に於ける材木伐出の沿革と絵解」より）

昭和16年、出ノ小路事業所の様子昭和16年、出ノ小路事業所の様子
（現在の東濃森林管理署加子母裏木曽国有林）（現在の東濃森林管理署加子母裏木曽国有林）

［
上
絵
図
］
出
ノ
小
路
大
材
伐
出
の
絵
図
を
元
に

［
上
絵
図
］
出
ノ
小
路
大
材
伐
出
の
絵
図
を
元
に

明
治
前
期
に
作
ら
れ
た
リ
ト
グ
ラ
フ（
石
版
画
）

明
治
前
期
に
作
ら
れ
た
リ
ト
グ
ラ
フ（
石
版
画
）

［
下
写
真
］
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伐
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子

［
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写
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昭
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十
年
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頃
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伐
採
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様
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東
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付
知
裏
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（
現
在
の
東
濃
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署
付
知
裏
木
曽
国
有
林
）
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